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１．はじめに
　古来より人々の生活は，肉体的にも心理的にも動物に
よって支えられてきた。古くは家畜として飼われていた
り農耕のために飼われてきたが，近年では，生活の中で
生じるストレスを軽減させるためにアニマルセラピーが
行われたり，少子高齢化などの社会的背景の変化と共に，
飼い主にとってペットは家族同然の「コンパニオン・ア
ニマル（伴侶動物）」とする位置付けが主流になってき
ている。また，ペットを家族の一員として考える人々の
ために，ペットと一緒に旅行やレジャーに行けるプラ
ンや，ペットのための保険や葬儀など，ペットに関わ
るサービスが多様化している。さらには，SNS（social 
networking service：ソーシャルネットワーキングサー
ビス）の発達とともに動物についての事柄を書いて発信
し，情報交換を行っている人も少なくない。
　現在，インターネットで書き込みなどのやり取りをし
ている人は多い。その中で動物を飼っている人は，自身
が飼っている動物について日常生活での出来事を交えな
がら SNS やウェブログで情報を発信している。例えば，
ブログであれば飼っている動物の写真とともに長文で
日々をつづり，インスタグラムであれば写真にハッシュ
タグをつけて引用されるなど，様々な情報が発信されて
いる。
　人は動物に対して人と同様に心性を見出すことがあり，
人が動物との関係の中で人間と通ずる心の存在を動物に
見出していると言える（大西・米澤，2009）。本研究では，
ペットを飼っている人々が発信するインターネット上の
情報を対象として，人々が動物と日々の生活でどのよう
に関わっているのか，動物に関連したブログにはどのよ
うな情報発信の傾向があるのか，また飼い主は飼育して
いる動物をどのように思っているのかなどに関して，テ
キストマイニングを用いた分析によって明らかにするこ
とを目的とする。
飼い主の心理とアニマルセラピー
　動物と人が共に生活してきた歴史は長く，昔から犬，
猫，牛などが家畜として飼われてきた。近代化が進む
につれ，家畜本来の役目を果たす必要がなくなった動
物も出てきた。それをかわいがる対象として人が飼い続
けた動物がペットである。近年，飼い主とペットの関係
がより親密になったことの現れとして，人間の伴侶とし
ての動物，すなわちコンパニオンアニマルと呼ばれるよ
うになった。近年多くの動物が飼育されており，人と動
物の関係がもたらす効果についての研究が行われている
（生嶋・小林，2014；三上・藤井・野村，2015；大久保，
2005；太田・西本・井上，2005）。
　太田他（2005）は，動物が人間にもたらす効果とし
て次の３つを挙げている。生理的効果，心理的効果，お
よび社会的効果である。生理的効果としては，病気から
の回復，血圧低下や免疫促進効果，四肢の麻痺などの改
善効果が示唆されている。心理的効果としては，自己認
識の改善や情緒面の改善があり，ペットへの愛着が高く
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なるにつれて不安が減少し，自己効力感が向上すること
が報告されている（三上他，2015）。社会的効果として
は，ペットが家族間での関係を保ったり，人間関係に肯
定的な効果を及ぼすとされている（金子・山口，2012）。
これらの効果は複雑に相互作用し，人々に影響を与えて
いる。
　学校や保育園など教育の場で動物と触れ合う動物介
在教育（AAE：animal assisted education）も存在す
る。園内飼育動物とのかかわりは幼児にとって肯定的な
効果があり，生命概念を築くきっかけとなり，豊かな心
を育み園適応が促されることが確認された（西村・栗田，
2014）。また，高齢者や障がい者を対象としたアニマル
セラピー（動物介在治療）も注目されている（三上他，
2015）。
　ペットのほとんどは，犬と猫で占められているといわ
れる。特に犬は人の最良の友と言われ，職業犬として牧
羊犬，狩猟犬，警察犬，盲導犬，介助犬などのさまざま
な作業に向いた犬種が作り出され，家庭においては，犬
はコンパニオンアニマルとしての地位を不動にしている
（藤田，2016）。また，犬と猫の飼育経験者では亡くした
ペットに対して「もう一度会えるなら，してあげたいこ
と」の内容が異なることが分かっている。増田・田所・
土田（2015）は，ペット（犬，猫）を亡くした経験が
ある 20 代前後の飼育経験者に対し，自由記述式で「も
う一度，亡くしたペットに会えるなら，何をしてあげた
いか？」とアンケートを集め，テキストデータ化し，テ
キストマイニングを行った。その結果，犬と猫の飼育経
験者が亡くしたペットにしてあげたいことの記載内容は，
記述量も内容ともに異なること，犬の飼育経験者は懐古
的な内容を述べ，猫の飼育経験者は惜別的な内容を述べ
ることが明らかになった。
本研究の目的
　コンピュータ媒介型コミュニケーション（Computer 
Mediated Communication：CMC）とは，コンピュータ，
特にインターネットを介したコミュニケーションのこと
である。例えば，電子メール，インターネットの掲示板，
チャット，メーリングリスト，ウェブログ，SNS，およ
びインスタント・メッセンジャーが挙げられる。CMC
は人々が日常的に行うコミュニケーションの一形態と
なっており，インターネットでどのようなコミュニケー
ションが交されているかを明らかにする重要性は増して
いる（花井・小口，2008）。
　本研究では，CMC の中でもウェブログ（Yahoo! ブ
ログ）のペットカテゴリーから，犬と猫に関して記述さ
れた記事を抜きだし，テキストマイニングを用いて内容
分析を行うことを目的とする。また，犬について書いて
いるデータのみと猫について書いてあるデータのみを比
べることによって，犬ブログと猫ブログにどのような差
異があるかについても検討する。
　テキストマイニングとは，形式化されていないテキス
トデータを単語に分割し，その出現頻度や相関関係など
をデータマイニングの手法を使って解析することで，一
定の知見や発想を得るテキストデータ分析手法の総称で
ある（花井・小口，2008）。自然言語処理，統計処理，デー
タマイニングなどの基盤技術の上に成り立っている。テ
キストデータの分析は，従来は人手で行うしかなかった
ために分析者の負担が大きく，大量のテキストデータを
分析することはほとんど不可能であった。また，テキス
トデータのような定性的なデータは，大量のデータを分
析しないと安定した傾向を見出すことは難しく，テキス
トデータを分析対象にすることが難しかったが，テキス
トマイニングによるアプローチは大量のテキストデータ
を統一的な視点から少ない労力で分析することを可能に
した（松村・三浦，2009）。
２．方法
分析対象
　ヤフー株式会社による「Yahoo! ブログ」の記事デー
タを対象とした Yahoo! ブログのペットカテゴリーの中
で，犬と猫についてそれぞれ書かれたウェブログのみを
対象とした。ウェブログを開設して１年以上経ってい
るもののみ選び，その中から犬，猫ともにウェブログ
をランダムに 10 件ずつ選んだ。ウェブログ１件につき
2017 年４月～６月に投稿された記事の中で７記事をラ
ンダムに抽出し，テキストデータとして用いた。抽出し
たテキストデータは，１件につき７記事が含まれ，その
合計文字数は平均 726.5 文字であった。犬について書
かれたデータの１件の合計文字数は平均 689.8 文字で
あった（最小 102 文字，最大 4,366 文字）。猫について
書かれたデータの１件の合計文字数は平均 763.2 文字
であった（最小 151 文字，最大 3,000 文字）。
　表１に，犬と猫のブログから１記事を例として示す。
本研究で分析の対象となった合計文字数は 101,713 文
字であり，そのうち犬の記事は 48,288 文字，猫の記事
は 53,425 文字であった。
分析方法
　ウェブログから集めたデータは，テキストマイニング
のソフトである KH Coder（樋口，2014）を用いて分析
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した。分析手続きとして，まず全記事をテキストデータ
として，語を抽出した。前処理として，集めたデータは
形態素解析を行い，品詞ごと（名詞，動詞，形容詞）に
分類した。その後，出現頻度を分析した。なお，テキス
トデータ内に顔文字等があったがデータ抽出の際に現れ
た意味を持たない語である「？」などの語はできるだけ
手作業で排除した。
３．結果
出現頻度分析
　抽出した全てのデータから得た総抽出語数は，
47,024 語，異なり語数は 5,249 語であった。その中か
ら，「？」，「ｘ」，「ｃ」，「＿」，「{」，「}」，「[」，「]」など
の記号を排除し，分析対象とした総抽出語数は 16,771
語，異なり語数は 4,489 語とした。
　これらの語を対象にした出現頻度分析の結果を表２に
示す。本研究では，高頻度で現れた上位 20 語を頻出語
とした。高頻度で出現した上位 20 語は，「今日」121 回，
「猫」113 回，「見る」88 回，「行く」88 回，「散歩」86 回，
「言う」76 回などであった。
　犬について書かれたデータから得た総抽出語数は
22,593 語，異なり語数は 2,915 語であった。総抽出語
数は 8,174 語，異なり語数は 2,421 語であった。
　犬について書かれたデータの出現頻度分析の結果を表
３に示す。犬のみのデータで，高頻度で出現した上位
20 語は，「散歩」82 回，「今日」80 回，「言う」62 回，「顔」
57 回，「行く」56 回，「見る」50 回などであった。
表１　犬と猫のブログ記事の例
表２　犬と猫を合わせた出現回数上位 20語
　猫について書かれたデータから得た総抽出語数は
24,294 語，異なり語数は 3,514 語であった。総抽出語
数は 9,348 語，異なり語数は 2,966 語であった。
　猫について書かれたデータの出現頻度分析の結果を
表４に示す。猫のみのデータの出現回数は 20 位が同数
であったため，上位 21 語までを表４に示した。猫のみ
のデータで，高頻度で出現した上位 21 語は，「猫」109
回，「トラ」63 回，「今日」41 回，「見る」38 回，「思う」
37 回，「きょう」36 回などであった。
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共起ネットワーク分析
　テキストデータ内のある語と他の語が同時に出現する
ことを共起といい，共起する語を線で結んだものを共起
ネットワークという。「語－語」間の共起関係を調べる
ため，抽出されたテキストデータから共起ネットワーク
図を作成した。また，犬について書かれたデータと猫に
ついて書かれたデータに分けて，共起ネットワーク図を
作成した。共起ネットワーク図では，中心性に基づいて，
語の出現頻度や語と語の結びつきの程度に応じて，円の
大きさや色，あるいは円を結ぶ線の大きさで関係性を表
わす。
　本研究では，KH Coder が備えているネットワーク分
析の手法から，サブグラフ検出の共起関係の媒介性を用
いた。サブグラフ検出の共起関係の媒介性は，点（ノー
ド）中心性の媒介中心性の算出方法を，辺（リンク）に
適用したコミュニティ（比較的強くお互いに結びついて
いる部分）におけるサブグループの抽出法である。ある
点が頂点間の最短経路上にある程度を示し，媒介中心性
の高い辺は，それだけの多くの頂点を結ぶ働きをしてい
る。色分けにおいては，背景が白で，円の囲み枠の色が
黒い色であれば，他の語とグループを形成していない単
独の語である。また，同じサブグラフに含まれる語は実
線で結ばれ，互いに異なるサブグラフに含まれる語は破
線で結ばれる（田中，2014）。
　犬と猫の記事を合わせた共起ネットワーク分析を行い，
その後，犬と猫を別々に分けて分析を実施した。また，
共起ネットワーク分析に用いた単語は，Jaccard 係数 0.2
ポイント以上とした。Jaccard 係数とは，語と語の共起
頻度を表す指標であり，０から１の間の値をとり，１に
近いほど共起関係が強いことを示している。
表３　犬のみの出現回数上位 20語
表４　猫のみの出現回数上位 20語
図１　犬と猫を合わせた抽出データから作成した共起
　　　ネットワーク図
　まず，犬と猫合わせた抽出データから得た共起ネット
ワークを図１に示す。図１から，「今日」と「猫」は円
が大きいことから，高頻度で現れていたことがわかった。
「今日」は「行く」，「顔」，「食べる」，「暑い」，「思う」，「帰
る」，「写真」，「頑張る」，「咲く」，「花」，「良い」，「見る」，
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「言う」，「散歩」，「前」，「出る」，「最近」，「見える」，「昨日」，
「人」，「おまけ」，「終わる」，「可愛い」と結びつきがあっ
た。また，「トラ」と「きょう」，「お世話」と「ショー」
と「ちく」，「エリー」と「マイケル」と「マイ」は特に
強い結びつきがあった。他にも，「来る」と「朝」，「本日」
と「猫」，「公園」と「嬉しい」，「買う」と「ワンコ」の
組み合わせがよく用いられていた。
　次に，犬について書かれたデータのみで共起ネット
ワークを図２に示す。図２から，「散歩」が高頻度で現
れており，「散歩」は「最近」，「ある」，「今日」，「言う」，
「行く」，「良い」，「おまけ」，「少し」，「食べる」，「感じ」，「咲
く」，「昨日」，「花」，「暑い」，「最後」，「歩く」はそれぞ
れ結びつきが強く，用いられていたことがわかった。
４．考察
　本研究の目的は CMC の中でもウェブログ（Yahoo!
ブログ）のペットカテゴリーから，犬と猫に関して記述
された記事を抜き出し，テキストマイニングを用いて内
容分析をすることであった。本研究の結果から明らかに
なったことは，以下のとおりである。
　高頻度で出現した上位 20 語のうち，「今日」や「昨日」，
「写真」といった単語はウェブログが日記として用いら
れているため，どのテキストデータにも比較的現れてお
り，抽出データを４～６月の記事から抽出していたため，
「暑い」という単語が高頻度で現れたのではないかと考
えられる。「猫」という単語が高頻度で現れたのに対し，
「犬」という単語は頻出語上位 20 語にも入っていなかっ
た。「犬」という単語がない代わりに，「ワンコ」という
単語が現れていた。また，「トラ」という単語は，猫の
模様の種類であるキジトラや茶トラ，サバトラのことを
指していると考えられる。「散歩」，「行く」，「帰る」，「出
る」はペットと旅行に出かけていたり，近場に出かけた
ことを書いているのではないだろうか。
　犬と猫合わせた抽出データから得た共起ネットワーク
分析からは，「今日」という言葉に「行く」，「顔」，「食
べる」，「暑い」，「思う」，「帰る」，「写真」，「頑張る」，「咲
く」，「花」，「良い」，「見る」，「言う」，「散歩」，「前」，「出
る」，「最近」，「見える」，「昨日」，「人」，「おまけ」，「終
わる」，「可愛い」と結びついており，ウェブログが日々
の様子を綴った日記であることがわかる。また，「お世話」
と「ショー」と「ちく」，「エリー」と「マイケル」と「マイ」
図２　犬について書かれたデータのみで作成した共起
　　　ネットワーク図
図３　猫について書かれたデータで作成した共起ネット
　　　ワーク図
　猫について書かれたデータのみの共起ネットワークを
図３に示す。図３から，「猫」と「トラ」の円が大きく，
高頻度で現れていることがわかった。「猫」は「家」，「外」，
「今日」，「寝る」，「言う」，「今」，「目」，「暑い」，「見る」，
「見える」，「ニヤン」，「シュシュ」，「翁」，「大明神」，「本
日」と結びつきがあり，用いられていたことがわかった。
　犬について書かれたデータの共起ネットワーク図と猫
について書かれたデータの共起ネットワーク図では，犬
について書かれたデータには，「ワンコ」，「吠える」，「散
歩」が現れ，猫について書かれたデータには，「猫」，「ト
ラ」，「ニヤン」がそれぞれ現れた。また，「ママ」といっ
た単語は両方に見られた。
ペットに関するブログを対象としたテキストマイニングによる分析
42
は特に強く結びつきがあったが，「ショー」，「エリー」，「マ
イケル」はペットの名前と推察される。他の「来る」と「朝」
は「朝」が「来る」ともとれ，「本日」と「猫」は「今日」
とともに猫について書いている人が用いていたのだろう。
また，その日のうちに，その日の出来事をウェブログに
書いていたのではないか。「公園」と「嬉しい」は「公園」
に「散歩」して「嬉しい」，「買う」と「ワンコ」は「ワ
ンコ」に何か「買って」いたり，自分が買ったものを「ワ
ンコ」に「見せて」いたと考えられる。
　犬について書かれたデータのみの共起ネットワーク図
は，「散歩」が高頻度で現れており，「散歩」は「最近」，「あ
る」，「今日」，「言う」，「行く」，「良い」，「おまけ」，「少し」，
「食べる」，「感じ」，「咲く」，「昨日」，「花」，「暑い」，「最
後」，「歩く」はそれぞれ結びつきが強く，犬と散歩して
一緒に「歩く」，一緒にどこかに「行く」という文章が
多く，犬の習慣である散歩にかかわるものが多い。
　猫について書かれたデータのみの共起ネットワーク
図は，「猫」と「トラ」の円が大きく，高頻度で現れて
いることがわかった。これは上で記述した通り，「トラ」
は猫の模様の種類のことで，ペットの名前も書かれてい
るのだが「猫」と書くことが多いようだ。「家」，「外」，「寝
る」という単語は猫の一日のほとんどを寝て過ごす生態
があるため書かれていることが多かったのではないか。
「ニヤン」は猫の鳴き声だろう。
　犬について書かれたデータの共起ネットワーク図と猫
について書かれたデータの共起ネットワーク図では，犬
について書かれたデータには，「ワンコ」，「カット」，「散
歩」が現れ，猫について書かれたデータには，「猫」，「ト
ラ」，「ニヤン」が現れた。「ワンコ」は犬のことであり，
「カット」は犬の毛を切りに行ったことだと考えられる。
「散歩」も猫のデータでは現れておらず，「ワンコ」，「吠
える」，「散歩」は犬特有のものであることが分かった。
「猫」は飼っている猫と，たまたま見かけた猫のことで
もあり，「トラ」は猫の模様の種類，「ニヤン」は猫の鳴
き声であり，語尾につけているものが大半であった。こ
れらも犬には現れなかったため，猫特有のものである。
この差は犬と猫の特性や生態の差によるものだが，他に
も，犬について書かれたデータは，猫について書かれた
データより，平均文字数，総抽出語数，異なり語数が少
なかった。飼育している人の犬と猫による癒され方，見
方の違いが現れたのではないか。また，「ママ」という
単語から飼っている犬や猫を自分たちの子どもと同じよ
うに接していることがわかった。これは，擬人化してい
るともいえ，コンパニオンアニマルとしてペットと接し
ているとみられる。
本研究の結果から，ウェブログにおいても日常的にペッ
トをコンパニオンアニマルとしてとらえ，擬人化を行っ
ていることが明らかになった。今回はテキストマイニン
グを用いてウェブログの内容分析を行ったが，この結果
をもとにインタビュー調査を行っても有意な結果が得ら
れる可能性があると言える。本研究の結果から，心理学
の領域でテキストマイニングを用いることは，感情を伴
う大量のテキストデータを分析する有効な手段になりえ
るだろうと考えられる。
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